











































































































































トゥーレは夏には夜がなく、冬には昼間がない (Plin.NH 4.102; また 2.187; 

















































出てきたであろう (Aristot.Metaphysics 1.3; Strab.1.3.8; Pomponius Mela 








































































だった (Strab.2.5.7, 7.2.4, 7.3.17; Diehl, E., “Roxolani”, RE Supp.7, 1940, 
col.1195-7. Cf.Plin.NH 4.80; Ptol.3.5.19; 24f.; Syll3.709; Tac.Hist.1.79f., 
3.24; SHA Hadr.6.8, Aur.22.1f., Tyr.Trig.10.1f., Aurel.33.4; Aur.Vict.
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を帯びてくるように思える。その際に、基本的に参照するのは、Cary, M. & 
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nord”, Prontera, F., ed., Geografia e geografi nel mondo antico: guida storica 
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に置いている。バルト海東部 (Pytheas, ed.Stichtenoth, p.30)は信じがたい。









(125) Fawkes, op.cit., p.34; Cunliffe, op.cit., pp.119-20.
(126) Strab. 4.5.5; Nansen, op.cit., vol.1, pp.54-5を見よ。
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(130) Haywood, J., The Penguin Historical Atlas of the Vikings, London, 1995, p.93.
(131) όπου ό ήλίος κοιμάται (Geminos, Introduction to Phenomena 6.9)、あるいは




(133) Ptolem., Geography 1.24; 2.3.31-32; 6.16.1; 7.5.12; 8.3.3. プトレマイオスに利
用された自家撞着的な年代の類似性に関しては、Aujac, G., “L’île de Thulé, de 
Pythéas à Ptolémeé” Pelletier,M., ed., Géographie du monde au Moyen Âge et 
à la Renaissance, Paris, 1989, pp.181-90を見よ。
(134) Carpenter, op.cit., pp.182-3.
37マッシリアのピュティアスとトゥーレに隠された謎 (2)
(135) Strab.1.4.2; Plin.NH 4.104 (“mare concretum”);また 37.35も見よ ;さらに、
Murphy, T., Pliny the Elder’s Natural History: The Empire in the Encyclopedia, 
Oxford, 2004, pp.179-81を見よ。




(137) Scholia to Apollonios of Rhodes, Argonautika 4.761-5a. その文節は、ピュ
ティアスがリパリ諸島やヘファイストスの鍛冶場について叙述していたことを
示しているが、これは標準的神話的な民間伝承で、実地視察の証拠は何もない。
Broche , op.cit., pp.167-70、しかし Pytheas, ed.Bianchetti, pp.206-8を見よ。
(138) 言語はまた、純精神的な考えの反映である。Phaidon 111c-112eを見よ。
(139) Romm, op.cit., pp.22-3. また、ピュティアスが中央アジアのステップ地帯に
関するヘロドトスの叙述に影響されていたとの示唆については、Tierney, J., 
“Ptolemy’s Map of Scotland”, JHS 79, 1959, p.134を見よ。
(140) Pytheas, ed.Roseman, pp.127-31; Pytheas, ed.Mette, pp.7-8; Walbank op.cit., 
vol.3, pp.590-1; Cary & Warmington, op.cit., p.52; Thomson, op.cit., pp.148-9; 
Hawkes, op.cit., p.37は、凍結した水の中で船舶が突き刺さったものとして見て
いた。さながら海月のように流れており、その文節の別の定義であった (Plato, 
Philebon 10)。1783年に、Reykjanestá ― アイスランドの南西端 ― の 70マイ
ル南西で潜水艦の通気孔が何百マイルにも渡って大洋を覆い、潜航していた軽
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Archaeology, Odense, n.d., p.182; また、Cunliffe, supra n.37, pp.108-13も見よ。
(145) 別の北方民族学は、黒海の北側の人々 (Strab.7.3.18)について、ピュティアスか
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ら転用されたようだ (Aujac, op.cit., p.270)。
(146) Weinman, E., “Life Takes Root”, Iceland Review 41, 2003, pp.28-33.
(147) バルト海に関する古代の知識の概観については、De Anna, L., Conoscenza e 




(149) Plin.NH 4.94, 104, 37.35-36 = Timaios, fr.74, 75; Pomponius Mela 3.33; 
Bianchetti, S., “Plinio e la descrizione dell’Oceano settetrionale in Pitea di 
Marsiglia”, OT 2, 1996, pp.73-84.
(150) ピュティアスの北方の地名については、Boschi Banfi, S., “Note sulle Tule”, 
NumAntCl 5, 1976, pp.291-5を見よ。
(151) Pytheas, ed.Roseman, p.94; Stichtenoth, D., “Pytheas von Marseille, der 
Entdecker Mittel- und Nordeuropas”, Das Altertum 7, 1961, pp.156-66.
(152) Fabre, op.cit., p.41. 可能なノルウェーの地名のいくつかについては、Magnani, 
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Finis, L., eds., Dall’Indo a Thule: i Greci, i Romani, gli altri, Trento, 1996, 
p.342を見よ。
(153) Rivit & Smith, op.cit., p.342. もしそうならば、これは表中の諸地名の異常さを
物語っている。
(154) Plin.NH 4.96; Svennung, J., Skandinavien bei Plinius und Ptolemaeus, 
Uppsala, 1974, pp.49-51; De Anna, supra n.221, pp.33-7. Sinus Codanus に
つ い て は、Neumann, G. & Wenskus, R., “Codanus Sinus”, RGA 5, 1984, 
pp.38-40.
(155) Baunoniaと呼称される琥珀島の言及は、海岸（いわゆるスキタイの沿岸）か
ら１日の行程にあり、ティマイオス (fr 75a = Plin.NH 4.94)に引用されており、
ピュティアスの叙述からのものであろう (Brown, op.cit., pp.25-6)。
(156) しかしながら、その名は地方地名の型式からギリシア化されたものだろう。
Krogman, W., “Die Bernsteininsel Basileia”, VII Congresso Internazionale 
di Science Onomastiche: Atti del Congresso e Memorie della sezione 












(158) Tac.Ger.44-5. その地名はオデル川河口の現在の Świnoujścieを想起させる。
(159) このような係争点に関しては、Pekkanen, T., The Ethnic Origin of the 
ΔΟΥΟΣΠΟΡΟΙ, Arctos Supp. 1, 1968, pp.33-9, 47-8を見よ。
(160) Plin.NH 4.96; Svennung, op.cit., pp.42-4は、ノルウェー西岸の Siggjoと同一
視しているが、Nansen, op.cit., vol.1, p.85やごく近年の Reichert, H., “Saevo”, 
RGA 26, 2004, pp.86-8を見よ。
(161) Wenskus, R., “Pytheas und der Bernsteinhandel”, Düwel,K. et al., edd., 
Untersuchungen zu Handel und Verkehr der vor- und frühgeschichtlichen 
Zeit in Mittel- und Nordeuropa, vol.1, AbbGött 143, 1985, pp.84-108; De 
Anna, op.cit., pp.78-81. バルト海の琥珀の起源や分布の研究に関しては、Gisle 





どめておくことは重要であるけれども、Haywood, op.cit., p.23. ユトランド沿
岸の大部分は古代には水面下にあった (Gripp, K., Erdgeschichte von Schlewig-




(Hawkes, op.cit., p.9)。別の可能性は、デンマークの北端にある Skagens Odde
からロシア国境にあたるポーランドの Kaliningrad付近までの間である。そこ
でバルト海が北に折り返している (Aly, op.cit., pp.473-5)。
(164) Pekkanen, op.cit., p.39; Wenskus, R. & Ranke, K., “Abalus”, RGA 1, 1973, 
pp.5-6. 別の見解は、Vendsyssel (Hawkes, op.cit., pp.9-10) である。また、
Gisinger, op.cit., pp.349-51; Svennung, op.cit., pp.34-8も見よ。
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(165) Cary & Warmington, op.cit., pp.53-4も、Abalus/Basiliaが Bornholmである
と主張していた。
(166) Periplous Dedicated to King Nicomedes 188-90; Tac. Ger.34. Pytheas, 
ed.Stichtenoth, pp.94-5 を見よ。ピュティアスも、Avienus, Ora maritime 
336-74がうわべではヘラクレスの柱について、北の柱に関する資料が類似して
いたことを主張している。Periplous Dedicated to King Nicomedesの文節に関
しては、高度に変形されている（編者によって “locus desperatus”と叙述）の
だが、Marcotte, D., ed., Géographes grecs, vol.1, Paris, 2000, pp.164-5を見よ。
もし Ephorosが資料であった（脚注 31を参照）ならば、地名はピュティアス以
前から知られており、彼をして鼓舞させていたのかもしれない。
(167) Strab. 2.4.1; Pomponius Mela 3.33; Herrmann,J., “Volkstämme und ‘nordlicher 
Seeweg’ in der älteren Eisenzeit”, ZfA 19, 1985, pp.147-53.
(168) Haywood, op.cit., pp.106-7.
(169) 疑問は、彼の旅と結びついていた工芸品にはどんなものがあったのかというふう
に生じてくる。２枚の貨幣がすでに Finistèreと Devonからとして知られてい










Hamilton, J. R. C., Excavations at Clickhimin, Shetland, Edinburgh, 1968, 
esp.pp.41, 45, 64-5, 79を見よ。
(170) Dilke, op.cit., p.182.
(171) Scholia to Apollonios of Rhodes, 4.761-5a; Timaios, fr.85(=Diodoros 4.56); ま
た、その含みに、Pomponius Mela 3.33. ロードス出身のアポローニオスへの
ピュティアスの影響の可能性に関しては、Dag Øistein Endsjø, “Placing the 
Unplaceable: The Making of Apollonios’ Argonautic Geography”, GRBS 38, 
1997, p.381を見よ。
